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佐
賀
地
区
「
道
の
駅
」

　
　

お
お
ま
か
な
測
量
設
計
費

　
　
　

７
２
０
万
円
組
ま
れ
る

　
　

平
成
20

年
度
決
算
審
査
で
は
、
補
助

金
、
交
付
金
等
で
実
施
さ
れ
た
事
業
で
例

え
ば
燃
油
高
騰
対
策
や
特
産
品
開
発
の
奨

励
金
、
ま
た
観
光
地
引
網
の
実
施
効
果
な

ど
、
予
算
が
ど
う
活
か
さ
れ
た
の
か
に
つ

い
て
の
確
認
が
質
疑
の
中
心
と
な
り
ま
し

た
。
執
行
部
に
は
そ
れ
ら
の
検
証
を
踏
ま

え
、
次
年
度
の
予
算
決
定
時
に
十
分
考
慮

す
る
よ
う
要
求
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

住
宅
使
用
料
の
未
払
い
や
滞
納
額
が
問
題

と
な
り
ま
し
た
。
本
決
算
で
も
約
２
１
０

０
万
円
を
超
え
る
滞
納
繰
越
額
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
未
払
金
の
支
払
請
求
に
つ

い
て
は
、
本
人
が
応
じ
な
い
場
合
、
ま
ず

保
証
人
に
通
知
を
行
い
、
そ
れ
で
も
改
善

さ
れ
な
い
場
合
は
裁
判
所
へ
調
停
申
請
を

行
う
事
を
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
滞
納

額
は
減
っ
て
は
い
ま
す
が
、
ま
だ
多
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
公
営

住
宅
も
老
朽
化
が
進
み
、
今
後
の
改
修
計

画
も
含
め
公
営
住
宅
の
視
察
等
も
随
時
行

い
な
が
ら
、
諸
問
題
に
対
し
検
討
や
意
見

具
申
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　

農
業
及
び
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
の
決
算
審
査
で
は
、
例
え
ば
農
集
の

場
合
、
実
質
の
一
般
財
源
持
出
し
が
約
１

０
０
０
万
円
あ
り
ま
す
。
全
国
で
の
改
善

事
例
の
調
査
や
現
在
実
施
中
の
ア
ン
ケ
ー

ト
分
析
を
行
い
、
加
入
率
を
上
げ
る
手
立

て
を
早
急
に
講
じ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

補
正
予
算
で
佐
賀
地
区
で
の
道
の
駅

建
設
に
向
け
た
概
略
測
量
設
計
委
託
費
用

が
７
２
０
万
円
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

実
施
レ
ベ
ル
で
の
検
討
が
、
こ
の
概
略
測

量
設
計
を
基
に
始
ま
り
ま
す
。

　　　　産業建設常任委員長

　　　　　　 下村　勝幸

「道の駅」建設予定地（上分地区）


